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平成３１年度 政務活動実施成果報告書 
 

日本共産党茨城県議会議員団 

 

県民の暮らし・福祉 

 

１．目的 

消費税の増税に加えて、甚大な被害をもたらした東日本台風、その被害の救済策の

最中に、新型コロナウイルス感染症が拡大し、それらの深刻な影響が各分野にどのよ

うに表れているかを調査し県民に聞き取り、一歩でも暮らしの改善につながる提案に

結びつけることが求められます。 

 とくに、県民の健康と安全、難病対策、感染症対策などの役割を果たす保健所の再編

と統廃合には、大子町や常陸大宮市議会などから不安と懸念の声があがりました。 

 また、年金削減や介護・医療の負担増で高齢者の暮らしが悪化しているとき、改定時

期にむかえる後期高齢者医療保険料の引き上げを行わないよう、県内市町村議員とと

もに、広域連合長に申し入れました。 

 さらに、地方自治体は住民の暮らしを守る防波堤の役割を果たす、この大本の立場に

立つことを知事には問い続けています。 

 

 

２．活動時期 

平成３１年４月～令和２年３月 

 

 

３.主な活動内容 

■２０１９年１１月から保健所の統廃合を検討している問題で、５月２２日に茨城県

難病団体連絡協議会と懇談 

■大幅な引き上げと地域間の格差を解消するため、『最低賃金を早急に全国一律１０

００円にすることを求める要請書』を７月３１日に茨城労働局長、茨城地方最低賃

金審議会長宛に提出 写真① 

■１１月２８日に県へ『２０２０年度の県予算編成並びに施策にたいする重点要望書』

（１０分野２４２項目）を提出し副知事が対応 写真② 
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■１１月２８日に『認可外保育施設の重大事故防止を求める要請書』を県へ提出 

■１月１５日に後期高齢者医療広域連合へ要望書提出 

■２月４日常陸那珂港事務所視察 

■２月１３日に後期高齢者医療広域連合へ後期高齢者医療保険料の値上げに反対す

る申し入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①                   ②   

 

４.成果等 

令和元年１１月１５日に知事提出した項目や以前から要求していた要望など、令和

２年度予算に盛り込まれたものに下記の項目があげられます。 

 

知事への要望項目 令和２年度予算に反映 予算額 

児童相談所、児童養護施設の

拡充 

日立児童相談所と鉾田児童相談

所を設置。分室からの格上げで

県内の児童相談所は３か所から

５か所に 

 

３．４億円 

老朽化が進む県立障害者入

所施設「あすなろの郷」の建

て替え要望 

 

施設の建て替え整備 

※定員削減は問題あり 

９.３００万円 

児童虐待防止対策を強める

ため、専門機関の連携の強化

や体制を整備 

 

児童相談所の虐待対応強化 ３.６００万円 
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原子力発電所関連 

 

１.目的 

  本県に数多く立地する原子力施設について、東海第二発電所の再稼働問題や使用済

燃料再処理施設の安全管理は県政の重要課題です。 

加えて、日本原子力研究開発機構や日本原電において事故やトラブルが相次いでおり、

再発防止の徹底が求められます。 

こうした課題について、現地調査や事業所への聞き取りを進めながら、他の原発立地

自治体との情報交換や国への要請を継続して行い、県民の立場に立った原子力行政の

推進をめざします。 

 
 

２.活動時期 

平成３１年４月～令和２年３月 

 

３.主な活動内容 

 ５月１４日 東海第二原発の再稼働に反対する茨城県自治体議員連盟で国立研究開

発法人日本原子力研究開発機構 核燃料サイクル工学研究所視察（江尻） 

 ５月２４日 県総合福祉会館にて日本原電による住民説明会に参加（山中） 

６月 ４日 日本原子力発電と東海発電所視察の宮城県議団と懇談 

８月２２日 衆議院第二会館にて東海第二原発再稼働・運転延長の許可処分に対する

行政不服審査のヒアリングに出席（江尻） 

９月１２日 日本原子力研究開発機構大洗研究所にて冷却塔の倒壊調査  写真 

９月２７日 衆議院第二会館にて『国立研究開発法人 原子力研究開発機構(JAEA)の

安全に関する監督責任を求める要請書』提出 

２月 ７日 東海第二発電所安全性検討ワーキングチーム(第１６回)参加 (江尻) 

（参加者の記名なしは２県議とも参加） 
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４.成果等 

以上の活動を踏まえ、年２回の一般質問、年３回の予算特別委員会(下記参照)及び

常任委員会で質問をしました。 

 

 一般質問 予算特別委員会 

２０１９年 

６月議会 
 原子力行政について 

２０１９年 

９月議会 
東海第二原発の再稼働問題について 東海第二原発の再稼働問題について 

２０２０年 

３月議会 
東海第二原発の再稼働問題について 東海第二原発の再稼働問題について 

 

 

災害対策 

 

１．目的 

  相次いで発生した２０１９年の台風１５号と１９号の被害状況を調査するため、そ

れぞれ被災地に入って河川の決壊、住家浸水被害、農業施設・農産物被害、災害廃棄  
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物の発生状況などを把握するとともに、被災者や市町村、関係団体から直接お話を伺

って必要な支援策や復旧・復興への課題を把握します。避難所運営や在宅避難支援の

あり方を改善し、人間の尊厳が守られるよう県民の視点から防災・危機管理体制を見

直します。 

 

 

２．活動時期 

平成３１年４月～令和２年３月 

 

３. 活動内容 

９月１５日  鉾田市・小美玉市の農家を訪れ台風１５号による農作物への被害実態

を調査（山中） 

９月２７日  衆議院第二会館にて『台風１５号による農作物等被害への支援強化を

求める要請書』を農水省へ提出 

９月３０日 『台風１５号による農作物等被害の支援の強化を求める要請書』を県へ

提出  

１０月１６日  台風１９号被災地の水戸市国田・飯富地区を視察 

１０月１９日  台風１９号被災地の大子町を視察  写真 

１０月２１日  衆議院第一会館にて台風１５号・１９号による支援を求め関係省庁に

行政支援を求める第一次要請 

１１月１４日  衆議院第一会館にて台風１５号・１９号による支援を求め関係省庁に

行政支援を求める第二次要請 

２月 ６日  台風１９号被害調査で大子町・常陸大宮を視察 

２月１８日  県管理の藤井川ダム視察(江尻) 

（参加者の記名なしは２県議とも参加） 
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４.成果等 

以上の主な活動を踏まえ、９月の予算委員会で江尻議員が台風１５号による農業被

害支援の拡充を求め質問、１１月の臨時議会では江尻議員が台風１５号・１９号によ

る生活再建支援制度の拡充など４項目について質問をしました。 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策 

 

１．目的 

中国湖北省武漢市で発生した新型のコロナウイルスによる肺炎が世界中に広がる

なか、１月末に国は「指定感染症」に指定。国内でも人から人への感染が報告され、

医療と検査の体制を緊急に強化する必要が求められました。 

 そのため、２月には県民への正確で迅速な情報提供、平日夜間や休日等相談窓口の拡

充、感染症指定病床の受入拡大と検査機器・人員等の体制強化を知事に申しれました。 

また、政府の急な休校要請を受け、３月初旬から県内の小中学校・高校・特別支援は

一斉休校を実施しました。 

子ども達の発達や教職員や学童指導員等の働き方の改善、学校給食中止に伴う地域経
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済への影響を考慮して休校措置の見直しを知事・教育長に申し入れました。県内初の

感染者が３月１７日に確認され、休校措置は延長されました。 

 

２．活動時期 

令和２年１月～令和２年３月 

 

３. 活動内容 

２月１０日 『新型コロナウイルス感染症対策の体制強化を求める申し入れ』を県へ

提出 

３月１３日  新型コロナウイルスによる県内の小中学校、高校、特別支援学校の『一

斉休校の見直しを求める要請書』を県と県教育庁へ提出 

（参加者の記名なしは２県議とも参加） 

 

 

４.成果等 

３月９日の一般質問で検査体制の拡充について、また、３月１９日の予算特別委員

会で、新型コロナ感染症で打撃を受ける各分野の深刻な実態を明らかにし、融資では

ない県独自の支援策の実施を求めました。 

 知事は一般質問答弁で、検査体制の拡充について「３月６日から保険適用で１日最大

１００件まで検査が可能となる」と述べました。 

 

 
 

広報活動 

 

１.目的 

茨城県政の実態、議会の内容等を県民に知らせることが重要と考え、県議団ニュー

スを発行及び県議団ホームページにて掲載 

 

２.活動時期 

・県議団ニュース発行  ２０１９年５月号（山中・江尻） 

・県議団ニュース発行  ２０１９年６月号 

・県議団ニュース発行  ２０１９年９月号 

・県議団ニュース発行  ２０１９年１０月号 
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・県議団ニュース発行  ２０１９年１０・１１月号（山中・江尻） 

・県議団ニュース発行  ２０１９年１２月号 

・県議団ニュース発行  ２０２０年２月号 

・県議団ニュース発行  ２０２０年３月号 

 

 

３.活動内容 

■各定例会後にはできるだけ県議団ニュースを作成し、新聞折込等も使って配布 

■県議団ホームページ内の「県議会報告」にて掲載。 

 

 

 

 

４.成果等 

多くの住民の方々に県政の動きを知らせる事により、発行物を見た方々から意見・

感想等などが寄せられ次の要望などに繋げることができました。また、各地で開かれ

る議会報告会にも使用しています。 
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学習会等の主催・参加 

 

１．目的 

 県政の課題や暮らしに関わる問題等を学ぶ 

 

２．活動時期 

平成３１年４月～令和２年３月 

 

３. 活動内容 

■５月２０・２１日 中央大学駿河台記念館で第４７回市町村議会議員研修会 （山中） 

講演内容‥‥‥自治体再編の潮流とこれからの自治体・まちづくり        

         子ども・子育て支援新制度の動向と幼保無償化への対応                      

 

■１１月２０日 県議会棟中会議室にて県議団主催『国民健康保険』学習会  

  講演内容‥‥‥国保問題の現状とたたかいの焦点  写真 

 

■１１月２４日 八ッ場あしたの会主催で群馬県八ッ場ダムを視察（山中） 

  視察内容‥‥‥試験湛水と地すべり等の安全対策について 

                             

■ １月２２日 県議会棟中会議室にて県議団主催『原発とエネルギー問題』学習会 

講演内容‥‥‥原発に代わるエネルギーについて 

（参加者の記名なしは２県議とも参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果等 

問題を共有し、さまざまな意見を聞くことで今後の活動や要望等へ繋げることがで

きました。 


